
標
準
化
に
向
け
た
論
理
知
識
型
人
工
知
能
技
術

生
命
体
工
学
研
究
科
人
間
知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
教
授

我
妻

広
明

平
成
24
年
に
本
会
報
で
「
つ
な
が
る
脳

と
心
�
脳
型
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
取
り
組

み
」
の
標
題
で
研
究
室
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
か
ら
９
年
、
本
学
に
着
任
し
て

か
ら
12
年
、
技
術
に
堪
能
な
る
士
君
子
育

成
な
ら
び
に
産
学
官
連
携
に
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
し
た
。
本
稿
で
は
「
機
械
の
知

能
化
」
の
観
点
か
ら
当
研
究
室
の
技
術
紹

介
を
い
た
し
ま
す
。

B
rain-IS

コ
ア
技
術
か
ら
の
発
展

九
州
工
業
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
生
物
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
織
り
な
す
脳

情
報
工
学
の
世
界
」
の
後
継
「
脳
が
生
命

を
吹
き
込
むBrain-IS

研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
」
を
縁
に
着
任
し
て
以
来
、

脳
情
報
工
学
の
実
装
に
よ
る
社
会
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
生
命
体

工
学
研
究
科
は
、
平
成
26
年
に
改
組
し
、

脳
情
報
専
攻
は
人
間
知
能
シ
ス
テ
ム
工
学

専
攻
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
分
野

融
合
研
究
の
成
果
を
、
社
会
課
題
解
決
に

向
け
た
具
現
化
に
力
強
く
踏
み
込
む
流
れ

に
入
っ
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
前
稿
で

述
べ
た
よ
う
に
、
私
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
の
社
内
初

ノ
ー
ト
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開

発
が
起
点
で
す
。
前
職
の
理
化
学
研
究
所

で
は
「
脳
を
創
る
」
領
域
の
研
究
チ
ー
ム

で
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
形
成
に
不
可
欠
な
大

脳
海
馬
神
経
回
路
の
計
算
論
モ
デ
ル
設
計

に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
で
革
新
的
な
研
究
課
題
に
取

り
組
む
機
会
に
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

研
究
室
設
立
か
ら
10
年
以
上
、
数
理
科

学
と
い
う
理
学
の
立
場
か
ら
、
社
会
課
題

の
解
決
に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
を
考
え
て

き
ま
し
た
。
非
線
形
数
理
を
主
軸
と
し
た

計
算
論
的
神
経
科
学
・
身
体
性
知
能
研
究

の
基
礎
研
究
か
ら
シ
ー
ム
レ
ス
に
応
用
研

究
へ
展
開
可
能
な
枠
組
み
を
構
想
、
一
般

的
に
困
難
な
日
常
動
作
中
の
微
弱
な
脳
波

信
号
を
取
り
出
す
課
題
に
挑
戦
し
、
信
号

処
理
と
最
適
化
理
論
の
研
究
を
進
め
、
さ

ら
に
社
会
実
装
を
主
眼
と
し
論
理
学
を
中

核
と
す
る
論
理
知
識
型
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

の
理
論
基
盤
を
構
築
し
ま
し
た
（
図
１
）。

標
準
化
に
向
け
た
論
理
知
識
型
Ａ
Ｉ

本
学
着
任
後
に
参
画
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
様
々
あ
り
、
予
算
規
模
１
千
万
円
を

超
え
る
も
の
で
は
専
攻
内
連
携
で
展
開
し

た
「
人
と
共
感
で
き
る
社
会
脳
ロ
ボ
ッ
ト

を
目
指
し
�
情
動
機
能
を
考
慮
し
た
脳
型

シ
ス
テ
ム
の
応
用
」（
科
研
費
基
盤
Ｂ
、

平
成
22
年
か
ら
３
年
間
、
代
表
）、
学
内

連
携
「
近
接
目
視
・
打
音
検
査
等
を
用
い

た
飛
行
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
点
検
シ
ス
テ
ム

の
研
究
開
発
」（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
イ
ン
フ
ラ
維
持

管
理
・
更
新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
、
平

成
26
年
か
ら
５
年
間
、
分
担
）、（
国
研
）

産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
連
携
し
つ
つ
学

内
連
携
し
た
「
デ
ー
タ
駆
動
型
人
工
知
能

と
論
理
知
識
型
人
工
知
能
の
融
合
に
よ
る

解
釈
可
能
な
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
研
究
」（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
次
世
代
人
工
知
能
・

ロ
ボ
ッ
ト
中
核
技
術
開
発（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
）、

平
成
27
年
か
ら
５
年
間
、
分
担
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
で
は

自
動
車
工
学
・
高
度
制
御
で
実
績
を
有
す

る
大
屋
勝
敬
教
授
を
代
表
と
し
て
推
進
さ

れ
、
特
に
論
理
知
識
型
Ａ
Ｉ
の
実
証
試
験

で
は
、
脳
型
計
算
機
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
実

装
で
実
績
を
有
す
る
田
向
権
教
授
と
の
強

力
な
タ
ッ
グ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
（
本
誌

図１ 知識工学技術を活用したセマンティック情報統合基盤
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「
モ
ノ
の
中
に
組
み
込
む
脳
型
計
算
機
を

目
指
し
て
」田
向
権
）。
近
年
の
Ａ
Ｉ
ブ
ー

ム
は
深
層
学
習
や
機
械
学
習
な
ど
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
デ
ー
タ
駆
動
型
と

呼
ば
れ
る
統
計
情
報
を
基
盤
と
す
る
も
の

で
す
が
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
結
果
が
人
間
に
理

解
で
き
る
形
で
説
明
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
Ａ
Ｉ
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
画
像
・
音
声
認
識
な
ど
、
脳
で

い
う
感
覚
入
力
の
処
理
で
は
、
大
量
の

デ
ー
タ
を
即
時
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
優

先
で
あ
り
、
な
ぜ
そ
れ
を
そ
の
物
体
と
認

識
し
た
か
の
経
緯
を
い
ち
い
ち
説
明
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
重
要
な
意

思
決
定
や
診
断
が
直
感
の
み
で
決
め
ら
れ
、

決
定
さ
れ
た
根
拠
や
理
由
が
示
さ
れ
な
い

と
す
る
と
、
金
融
や
流
行
予
測
、
ゲ
ー
ム

な
ど
の
分
野
で
有
用
で
も
、医
療
・
運
輸
・

製
造
・
人
事
な
ど
熟
練
知
で
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
し
て
き
た
分
野
で
の
活
用
に
は

大
き
な
危
惧
が
あ
り
、
受
け
入
れ
が
困
難

で
す
。事
実
、当
研
究
室
で
論
理
知
識
型
Ａ

Ｉ
の
中
核
理
論
が
形
に
な
っ
て
か
ら
、
自

動
車
メ
ー
カ
、
自
動
車
に
関
す
る
試
験
・

評
価
を
担
う
公
的
機
関
、
鉄
鋼
熱
間
圧
延

ラ
イ
ン
の
制
御
技
術
や
工
作
機
械
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
な
ど
か
ら
相
談
を
受
け
、
そ
の
一

部
は
共
同
研
究
の
形
で
現
在
進
行
中
で
す
。

国
プ
ロ
で
も
、（
一
社
）組
込
み
シ
ス
テ

ム
技
術
協
会
と
の
連
携
「
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー

推
論
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
を
実
現
す
る

組
み
込
み
技
術
の
実
現
と
安
全
・
安
心
分

野
へ
の
応
用
」（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
次
世
代
人
工

知
能
技
術
、
平
成
29
年
か
ら
２
年
間
、
代

表
）、（
国
研
）産
業
技
術
総
合
研
究
所
と

連
携
展
開
し
た
「
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
情
報

の
高
度
化
・
活
用
」（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
人
工
知

能
技
術
適
用
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実

現
／
空
間
の
移
動
分
野
／
安
全
・
安
心
の

移
動
の
た
め
の
三
次
元
マ
ッ
プ
等
の
構
築
、

令
和
２
年
か
ら
現
在
、
代
表
）
が
後
継
採

択
さ
れ
、
デ
ー
タ
駆
動
型
と
双
璧
を
成
す

技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

論
理
知
識
型
Ａ
Ｉ
の
詳
細
は
、
本
誌
田

向
教
授
の
記
事
な
ら
び
に
『
強
い
Ａ
Ｉ
・

弱
い
Ａ
Ｉ
�
研
究
者
に
聞
く
人
工
知
能
の

実
像
』（
鳥
海
不
二
夫
著
・
丸
善
出
版
）

を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
同

書
で
は
、
計
算
社
会
科
学
者
と
し
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
の
炎
上
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
で

知
ら
れ
る
鳥
海
教
授
（
東
京
大
学
）
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
形
で
一
章
を
割
い
て
解

説
し
て
い
ま
す
。
私
の
章
の
直
前
に
、
将

棋
棋
士
羽
生
善
治
氏
が
「
Ａ
Ｉ
と
プ
ロ
棋

士
の
対
戦
で
大
事
な
の
は
、
そ
の
勝
ち
負

け
よ
り
も
、
盤
面
や
戦
略
の
意
味
を
真
に

理
解
し
、
解
説
で
き
る
こ
と
」
と
述
べ
、

そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
で
は
な
く
職

業
棋
士
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
飛

ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
勝
ち
続
け
る
藤
井

聡
太
棋
士
も
Ａ
Ｉ
対
戦
を
練
習
に
取
り
入

れ
、
序
盤
と
中
盤
の
形
勢
判
断
を
Ａ
Ｉ
の

評
価
値
と
自
分
の
知
識
・
判
断
と
照
合
し

な
が
ら
分
析
し
、
局
面
が
明
瞭
に
見
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
山
中
伸
弥
教
授
（
京
都

大
学
）
と
の
対
話
で
述
べ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
で
注
目
さ
れ
た
点
も
、

自
動
車
が
道
路
上
を
自
動
で
走
る
と
い
う

こ
と
よ
り
も
、
道
路
交
通
法
の
意
味
理
解

や
熟
練
ド
ラ
イ
バ
の
知
識
を
実
装
し
、
何

を
ど
う
解
釈
し
判
断
に
至
っ
た
か
を
人
間

に
説
明
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
で
し
た
。

人
の
知
能
に
は
、
修
練
知
、
暗
黙
知
、
顕

在
知
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
音
楽
家

な
ど
卓
越
し
た
技
芸
は
、
修
練
知
と
い
え
、

大
脳
基
底
核
の
神
経
回
路
で
実
現
さ
れ
、

強
化
学
習
の
理
論
で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
馬
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
は
、
暗
黙
知
を

顕
在
知
に
昇
華
さ
せ
る
脳
の
機
能
で
、
自

身
の
体
験
が
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
何
が
」

「
誰
と
」「
ど
の
よ
う
に
」「
な
ぜ
」起
こ
っ

た
か
な
ど
を
記
銘
す
る
我
々
の
社
会
生
活

に
と
っ
て
不
可
欠
な
能
力
で
す
。
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
は
、
海
馬
の
萎
縮

が
見
ら
れ
、
認
知
症
患
者
は
修
練
知
に
問

題
が
な
く
と
も
、
顕
在
知
の
欠
損
で
日
常

生
活
の
様
々
な
活
動
で
支
障
を
き
た
し
、

同
居
家
族
と
の
共
同
作
業
や
意
思
疎
通
で

重
大
な
困
難
に
直
面
し
ま
す
。

図２ CPSロボットデモ
（仮想空間（上）、物理空間（下）の同期）

日
常
生
活
で
は
、
例
え
ば
簡
単
な
調
理

作
業
と
し
て
、
鍋
で
即
席
麺
を
茹
で
る
際

に
は
「
鍋
」「
水
」「
麺
」
の
登
場
要
素
、

「
水
が
湯
に
変
わ
る
」
と
い
う
状
態
変
化
、

「
水
を
鍋
に
入
れ
る
」「
沸
騰
し
た
ら
、

鍋
に
麺
を
入
れ
る
」
と
い
う
行
為
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
行
す

る
こ
と
を
知
り
、
実
施
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
修
練
知
や
直
感
で
実

行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
誤
り
で
、

火
災
が
起
き
た
り
、
不
完
全
な
も
の
が
出

来
上
が
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。
特
に
、
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共
同
作
業
を
遂
行
す
る
際
は
、
自
分
が
ど

こ
ま
で
実
施
し
て
、
相
手
に
ど
こ
を
実
施

し
て
欲
し
い
か
、
明
確
に
情
報
伝
達
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
共
同
作
業
に
お
け
る
情
報

の
明
示
化
手
順
や
確
認
・
了
解
作
業
は
、

食
品
や
工
業
製
品
の
製
造
現
場
で
は
、
当

た
り
前
の
こ
と
で
、
専
門
職
や
熟
練
技
術

者
が
絶
え
ず
管
理
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
で
熟
練
技
術
者
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、
大
量
生
産
で
低
コ
ス
ト

化
を
実
現
す
る
技
術
と
し
て
開
発
さ
れ
て

き
た
自
動
化
・
機
械
化
技
術
を
、
人
に
過

度
に
依
存
し
な
い
形
で
、
現
代
の
少
量
多

品
種
生
産
に
向
け
た
技
術
に
転
換
す
る
こ

と
が
課
題
で
す
。
つ
ま
り
、
情
報
通
信
技

術
の
革
新
か
ら
ス
マ
ー
ト
工
場
な
ど
を
実

現
す
る
と
し
た
第
４
次
産
業
革
命
や
、「
サ

イ
バ
ー
空
間
（
仮
想
空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ

ル
空
間
（
現
実
空
間
）
を
高
度
に
融
合
さ

せ
た
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｐ
Ｓ
）
で
、
経
済
発

展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
」

と
し
た
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
は
、
こ
の
問
題
解

決
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

安
川
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
活
動

地
方
自
治
体
等
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
下

で
産
官
学
連
携
を
精
力
的
に
展
開
し
、
地

域
の
中
核
的
産
業
の
振
興
や
専
門
人
材
育

成
な
ど
を
国
が
重
点
的
に
支
援
す
る
「
地

方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
交
付
金
」
に
お

い
て
、
本
学
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
北
九

州
市
、
株
式
会
社
安
川
電
機
、
北
九
州
産

業
学
術
推
進
機
構
と
連
携
し
て
「
革
新
的

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
も

の
づ
く
り
企
業
の
生
産
性
革
命
実
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
全
学
的
連
携
体
制
で
遂
行

中
で
す
（
交
付
金
約
17
億
円
、
総
事
業
費

約
120
億
円
、「
安
川
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
（
Ｙ
Ｔ
Ｃ
）」
整
備
費
約
100
億
円
）。

図３ FAロボットへの実装
と検証試験（HC10
（上）、Motomini（下）
へ拡張）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
研
究
開
発
だ
け
で

な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
・
産
業
振

興
・
人
材
育
成
、
地
域
企
業
の
生
産
性
革

新
な
ど
が
連
携
し
て
進
め
ら
れ
る
も
の
で
、

研
究
課
題
で
は
、
人
と
同
等
の
作
業
が
で

き
る
新
た
な
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
注
目
し
、

製
造
現
場
の
人
手
不
足
の
解
消
や
、
生
産

性
の
向
上
に
貢
献
す
る
、
も
の
づ
く
り
の

ま
ち
北
九
州
市
発
最
先
端
技
術
の
創
出
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
本
学
内
で
は
、
ス
キ

ル
模
倣
学
習
な
ど
を
含
む「
安
心
・
安
全
」

グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
）、
自
律
的
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
な
ど
を
解
決
す
る
「
教
示
レ
ス
」
Ｇ
、

柔
軟
物
把
持
な
ど
の
「
人
と
同
等
作
業
」

Ｇ
に
分
か
れ
、
連
携
し
つ
つ
個
別
の
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
は
教
示

レ
ス
Ｇ
で
前
述
の
論
理
知
識
型
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
Ｆ
Ａ
ロ
ボ
ッ
ト
の
①
少
量
多
品
種

生
産
の
問
題
解
決
、
②
導
入
時
の
人
的
労

力
削
減
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
レ
ス
）、
③

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
潜
在
的
リ
ス
ク

検
知
）、
④
人
と
の
協
働
作
業
実
現
（
自

律
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
実
的
な
課
題
に
は
、
弁
当
詰
め
、
中

食
盛
付
け
な
ど
可
変
性
の
高
い
食
品
の
取

り
扱
い
や
農
業
な
ど
不
確
定
・
不
定
性
が

多
い
作
業
が
あ
り
ま
す
。
単
純
機
械
化
は

容
易
で
な
く
、
仮
に
万
能
作
業
ロ
ボ
ッ
ト

が
設
計
可
能
で
も
、
特
殊
性
か
ら
高
額
と

な
り
、
商
業
技
術
と
し
て
は
成
立
し
な
い

か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
の

Ｃ
Ｐ
Ｓ
実
現
そ
の
も
の
で
、
具
体
的
な
課

題
が
前
述
の
①
〜
④
と
な
り
ま
す
。

Ｙ
Ｔ
Ｃ
が
昨
年
９
月
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
と
な
り
、
本
学
と
株
式
会
社
安
川
電
機

の
協
議
の
上
、
Ｙ
Ｔ
Ｃ
協
業
開
発
室
設
立

に
伴
う
協
業
開
始
に
は
、
当
研
究
室
が
先

鋒
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
最
初
に
取
り

組
ん
だ
の
は
、
Ｆ
Ａ
ロ
ボ
ッ
ト
の
Ｃ
Ｐ
Ｓ

化
を
可
能
に
す
る
知
識
工
学
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
設
計
と
実
証
試
験
で
す
。
図
３
が
一
例

で
、
成
果
は
昨
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
北
九
州

に
お
い
て
、
株
式
会
社
安
川
電
機
の
専
用

ブ
ー
ス
に
て
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
頃
か
ら
、
国
の
科
学
技
術

政
策
へ
の
提
言
な
ど
を
ま
と
め
る
Ｊ
Ｓ
Ｔ

研
究
開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー
報
告
書
等
も
、

Ａ
Ｉ
技
術
の
革
新
に
深
層
学
習
と
知
識
推

論
の
融
合
が
重
要
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

論
理
知
識
型
Ａ
Ｉ
は
、
第
２
次
Ａ
Ｉ
ブ
ー

ム
で
発
展
し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

や
第
５
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
セ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ブ
・
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
標

準
化
技
術
を
経
て
整
備
さ
れ
た
基
盤
を
用

い
、
特
に
本
学
の
貢
献
は
、
従
来
の
作
り

込
み
の
知
識
表
現
・
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
処
理

をBrain-IS

コ
ア
技
術
と
融
合
し
て
、

高
い
拡
張
性
と
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
先
端

化
、ま
た
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
に
組

み
込
み
可
能
な
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
技
術
と
親

和
性
の
高
い
実
装
技
術
と
し
て
仕
上
げ
た

こ
と
で
す
。
そ
の
流
れ
は
着
実
で
、
今
後
、

先
端
化
・
実
装
性
と
合
わ
せ
た
拡
張
標
準

化
が
完
成
す
る
も
の
と
期
待
で
き
ま
す
。
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